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鳥
の
さ
え
ず
り
、
木
も
れ
日
、

土
の
か
お
り
…
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー
「
自
由
の
森
な
る
か
わ
」
に
は
、

自
然
が
い
っ
ぱ
い
。
い
つ
も
の
生

活
を
少
し
離
れ
て
、
野
山
を
駆
け

回
っ
た
り
、
ご
は
ん
を
作
っ
た
り
、

生
き
物
を
観
察
し
た
り
と
楽
し
い

こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

さ
あ
、
み
ん
な
で
自
然
を
ま
る

ご
と
体
験
し
よ
う
�

「
自
由
の
森
な
る
か
わ
」は
、

緑
あ
ふ
れ
る
生
駒
山
の
山
中
に

あ
り
、
日
帰
り
・
宿
泊
の
ど
ち

ら
で
も
楽
し
め
ま
す
。

◇
施
設
利
用
料

バ
ン
ガ
ロ

ー（
シ
ャ
ワ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
付
）

▽
十
二
人
用
�
九
千
六
百
円

▽
六
人
用
�
四
千
八
百
円
、
テ

ン
ト
（
５
月
〜
１０
月
の
み
）
▽

十
人
用
�
四
千
円

▽
八
人
用

�
三
千
二
百
円
、
野
外
炉
�
千

円
※
宿
泊
施
設
は
い
ず
れ
も
一

泊
の
費
用
。
炊
事
用
具
の
貸
出

し（
百
円
）も
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
市
内
在
住
、
在
勤
の
方
は

六
か
月
前
か
ら
、
そ
の
ほ
か
の

方
は
三
か
月
前
か
ら
予
約
を
受

付
※
７
、
８
月
の
土
曜
日
の
宿

泊
は
す
で
に
満
員
で
す
。

◇
交
通
ア
ク
セ
ス

▽
徒
歩

�
近
鉄「
瓢
�
山
駅
」か
ら
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
約
一
時
間
三

十
分

▽
車
�
信
貴
生
駒
ス
カ

イ
ラ
イ
ン（
有
料
道
路
）を
利
用

大
学
生
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
が
つ
と
め
る
キ
ャ
ン
プ
リ

ー
ダ
ー
と
一
緒
に
、
工
作
や
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
自

然
の
中
で
た
く
さ
ん
体
験
し
よ

う
。【

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
】

◇
と
き

７
月
２
日
�
〜
３

日
�
（
一
泊
二
日
）

☆
近
鉄
「
瓢
�
山
駅
」
南
側

に
午
前
１０
時
に
集
合
（
解
散
も

同
所
で
午
後
３
時
）
し
、
往
復

ハ
イ
キ
ン
グ
。
ま
た
は
、
自
家

用
車
で
現
地
集
合
・
解
散

◇
費
用

大
人
（
中
学
生
以

上
）
六
千
円
、
４
歳
〜
小
学
生

三
千
円

◇
対
象
・
定
員

二
人
以
上

の
家
族
・
十
組
（
抽
選
）

◇
申
込
期
限

６
月
２２
日
�

【
な
か
よ
し
キ
ャ
ン
プ
】

◇
と
き

▽
A
�
８
月
２
日

�
〜
３
日
�

▽
B
�
８
月
４

日
�
〜
５
日
�

☆
い
ず
れ
も
一
泊
二
日

☆
東
体
育
館
に
午
前
１０
時
に

集
合
（
解
散
も
同
所
で
午
後
３

時
）
し
、
往
復
バ
ス
を
利
用

◇
費
用

八
千
円

◇
対
象
・
定
員

小
学
校
一
、

二
年
生
・
各
三
十
五
人（
抽
選
）

◇
申
込
期
限

６
月
３０
日
�

【
と
も
だ
ち
キ
ャ
ン
プ
】

◇
と
き

▽
A
�
８
月
１６
日

�
〜
１８
日
�

▽
B
�
８
月
２３

日
�
〜
２５
日
�

☆
い
ず
れ
も
二
泊
三
日

☆
瓢
�
山
稲
荷
神
社
に
午
前

１０
時
に
集
合
し
ハ
イ
キ
ン
グ
。

帰
り
は
バ
ス
を
利
用
し
東
体
育

館
で
午
後
３
時
に
解
散

◇
費
用

一
万
一
千
円

◇
対
象
・
定
員

小
学
校
三
、

四
年
生
・
各
三
十
五
人（
抽
選
）

◇
申
込
期
限

６
月
３０
日
�

【
ぼ
う
け
ん
キ
ャ
ン
プ
】

◇
と
き

８
月
９
日
�
〜
１１

日
�
（
二
泊
三
日
）

※
瓢
�
山
稲
荷
神
社
に
午
前

１０
時
に
集
合
し
ハ
イ
キ
ン
グ
。

帰
り
は
バ
ス
を
利
用
し
東
体
育

館
で
午
後
３
時
に
解
散

◇
費
用

一
万
一
千
円

◇
対
象
・
定
員

小
学
校
五

年
生
〜
中
学
生
・
三
十
五
人（
抽

選
）◇

申
込
期
限

６
月
３０
日
�

◇

◇

◇
宿
泊
施
設

テ
ン
ト

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

（
一
人
一
枚
）
に
キ
ャ
ン
プ
名

（
な
か
よ
し
キ
ャ
ン
プ
と
と
も

だ
ち
キ
ャ
ン
プ
は
A
、
B
の
区

分
も
）、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

参
加
動
機
、
希
望
事
項
を
書
い

て
、
各
申
込
期
限
（
必
着
）
ま

で
に☆

同
じ
キ
ャ
ン
プ
に
家
族
、

兄
弟
で
申
込
み
の
場
合
の
み
連

名
可
。
友
人
の
連
名
は
不
可

市
東
部
地
区
住
民
の
念
願

だ
っ
た
近
鉄
奈
良
線
「
東
花

園
駅
」
へ
の
準
急
停
車
が
平

成
１８
年
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

あ
わ
せ
て
実
現
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
昭
和
６１
年
、
住

民
の
願
い
で
あ
っ
た
「
瓢
�

山
駅
」
へ
の
準
急
停
車
の
要

望
書
を
近
鉄
に
提
出
。
し
か

し
、
ホ
ー
ム
の
形
態
か
ら
ダ

イ
ヤ
編
成
上
の
問
題
が
あ
り
、

そ
の
後
「
東
花
園
駅
」
に
変

え
て
協
議
を
進
め
て
き
ま
し

た
。５

月
１６
日
、
近
鉄
�
鉄
道

事
業
本
部
長
の
森
下
泰
行
専
務

が
市
役
所
を
訪
れ
、
松
見
市
長

に
東
花
園
駅
準
急
停
車
の
正
式

な
回
答
が
あ
っ
た
も
の
で
、
市

長
は
、「
市
民
の
利
便
性
の
向
上

と
地
域
の
活
性
化
に
と
っ
て
意

義
は
大
き
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し

ま
し
た
。

現
在
、
近
鉄
奈
良
線
連
続
立

体
交
差
事
業
（
平
成
２３
年
度
末

竣
工
予
定
）
で
建
設
中
の
東
花

園
仮
駅
に
、
準
急
が
停
車
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
問
合
先

▽
準
急
停
車
に

つ
い
て
�
政
策
推
進
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
０
１
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
２
６

▽
連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い

て
�
連
続
立
体
交
差
推
進
室

０
６（
４
３
０
９
）３
２
１
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
１

昨年のキャンプのようす

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７９
・
８
０
６
１
六
万
寺

町
一
―
一
六
六
八

自
由
の
森
な
る
か
わ

０
７
２
９（
８６
）

１
５
５
１
、
�
０
７
２
９
（
８６
）
１
５
５
０

平
成
１８
年
春
東
花
園
駅
に

住
民
念
願
の
準
急
停
車

自
由
の
森

な
る
か
わ

楽
し
さ
ぎ
っ
し
り
�

夏
の
キ
ャ
ン
プ

古
紙
配
合
率
１００
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

中核市・東大阪は�新たなまちづくり�に挑んでいきます
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６
月
中
旬
に
平
成
１７
年
度

の
保
険
料
決
定
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
。
必
ず
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

難
し
い
と
き
は
、
早
め
に
国

保
保
険
料
課
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

火
事
な
ど
の
災
害
を
受
け

た
と
き
や
事
業
の
休
廃
業
、

失
業
な
ど
で
世
帯
の
総
所
得

額
が
四
割
以
上
減
少
す
る
世

帯
な
ど
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
減
免
（
減
額
）
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
８
月
１
日
�
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
申
請
時
ま
で
の
保
険
料

を
完
納
し
て
い
る
こ
と
が
条

件
で
す
。
な
お
、
全
期
前
納

し
て
い
る
世
帯
は
減
免
（
減

額
）
で
き
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
二
割
軽
減
は

８
月
１
日
ま
で
に
申
請
を

中
・
低
所
得
者
に
は
、
保

険
料
（
均
等
・
平
等
割
額
）

の
「
七
割
・
五
割
・
二
割
」

を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

二
割
軽
減
に
つ
い
て
は
申

請
が
必
要
で
す
。
対
象
と
な

る
の
は
、
国
保
加
入
者
の
平

成
１６
年
中
の
所
得
が
「
三
十

三
万
円
＋
（
三
十
五
万
円
×

被
保
険
者
数
）」以
下
で
、
平

成
１７
年
中
の
所
得
も
大
幅
に

増
え
る
見
込
み
の
な
い
世
帯

で
す
。
８
月
１
日
�
ま
で
に

国
保
保
険
料
課
ま
た
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、七
割
・
五
割
軽
減
対

象
と
な
る
世
帯
に
は
、
軽
減

後
の
額
で
保
険
料
決
定
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
軽
減
を
受
け
る

に
は
、
前
年
中
所
得
の
申
告

が
必
要
で
す
。

全
期
前
納
制
度
の

ご
利
用
を

６
月
中
に
一
年
分
の
保
険

料
を
一
括
し
て
納
め
る
と
、

第
一
期
分
を
除
く
保
険
料
の

三
�
を
報
奨
金
と
し
て
年
間

保
険
料
か
ら
割
引
し
ま
す
。

前
納
用
納
付
書
は
、
保
険
料

決
定
通
知
書
に
同
封
し
て
い

ま
す
（
口
座
振
替
に
よ
る
全

期
前
納
世
帯
を
除
く
）。な
お
、

口
座
振
替
奨
励
金
制
度
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇

◇

◇
問
合
先

国
民
健
康
保

険
室
保
険
料
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
６
８
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
７

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
は
、
保
険
料
免
除
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

７
月
１
日
�
か
ら
受
け
付
け
ま

す
の
で
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
将
来
の
年
金
額
を
増

や
す
た
め
に
、
免
除
を
受
け
た

月
以
後
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
免
除
期
間
・
対
象
】

免
除
の
期
間
は
７
月
か
ら
翌

年
６
月
ま
で
で
す
。

免
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

申
請
者
お
よ
び
配
偶
者
、
世
帯

主
の
所
得
が
次
の
基
準
以
下
で

あ
る
場
合
な
ど
で
す
。

▽
全
額
免
除
�
（
扶
養
親
族

の
数
＋
一
）
×
三
十
五
万
円
＋

二
十
二
万
円

▽
半
額
免
除
�

百
十
八
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控

除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

【
申
請
方
法
】

申
請
は
年
金
手
帳
と
印
鑑（
本

人
の
場
合
は
不
要
）を
持
っ
て
、

国
民
年
金
課
ま
た
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
失
業
な
ど
に
よ

り
申
請
す
る
場
合
は
、
次
の
い

ず
れ
か
の
書
類
の
コ
ピ
ー
が
必

要
で
す
。

▽
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

▽
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

▽
こ
れ
ら
の
書
類
に
準
ず
る
公

的
な
機
関
の
証
明

【
免
除
申
請
を
し
て

承
認
さ
れ
た
ら
】

保
険
料
の
免
除
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
二
十
五
年
の
資

格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
は
三
分
の
一
（
全
額
免

除
の
場
合
）
ま
た
は
三
分
の
二

（
半
額
免
除
の
場
合
）
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か

学
生
納
付
特
例
制
度
・

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
学
生
に
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
３０
歳
未
満
の
若
年

者
を
対
象
に
「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
、

被
保
険
者
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
が
保
険
料
全
額
免
除
と
同
様

の
条
件
以
下
の
場
合
、
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
毎

年
申
請
が
必
要
で
、
承
認
を
受

け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
承
認

を
受
け
た
月
以
後
十
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
現
況
届

７
月
中
に
提
出
を

２０
歳
に
な
る
前
の
障
害
に
よ

り
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
方
と
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替

わ
っ
た
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

て
い
る
方
は
、
毎
年
７
月
（
そ

れ
以
外
の
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
は
誕
生
月
）
が
現

況
届
の
提
出
月
で
す
。

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金

を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
を
確

認
す
る
た
め
の
大
切
な
届
け
で

す
。
７
月
初
旬
に
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
７
月

２９
日
�
ま
で
に
国
民
年
金
課
、

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
診
断
書
が
同
封
さ
れ

て
い
る
方
は
、
医
師
の
診
断
を

受
け
、
現
況
届
と
一
緒
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
な
か
っ
た

り
遅
れ
た
り
し
た
と
き
は
、年
金

の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受

け
て
い
る
方
に
「
児
童
手
当
・

特
例
給
付
現
況
届
」
の
用
紙
を

６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

こ
の
届
は
、
受
給
者
の
６
月

１
日
現
在
の
状
況
を
把
握
し
、

手
当
を
引
続
き
受
け
る
要
件
に

あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

６
月
３０
日
�
ま
で
に
郵
送
す

る
か
、
国
民
年
金
課
ま
た
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

届
を
提
出
し
な
い
場
合
、
６

月
分
以
降
の
手
当
は
い
っ
た
ん

停
止
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
の
申
告
を
し
て

い
な
い
方
で
、
後
日
申
告
に
よ

っ
て
所
得
制
限
を
超
え
る
所
得

が
判
明
し
た
と
き
は
、
手
当
を

返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

【
６
月
期
の
児
童
手
当
・

特
例
給
付
の
振
込
み
】

６
月
期
（
２
月
〜
５
月
）
の

児
童
手
当
・
特
例
給
付
は
、
６

月
１５
日
�
に
振
り
込
み
ま
す
。

口
座
を
解
約
し
た
り
、
銀
行

の
統
廃
合
な
ど
で
口
座
番
号
が

変
わ
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、

早
急
に
口
座
変
更
届
を
国
民
年

金
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

国
民
年
金
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
５
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

第
一
号
被
保
険
者
で
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
な
方
に
対
し
て
保
険

料
減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
が
、
平
成
１７
年
度
か
ら
減

免
の
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た
。

年
間
の
収
入
額
の
基
準
を
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
家
賃

が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

減
免
を
利
用
す
る
方
は
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
ま

だ
手
続
き
を
し
て
な
い
方
や
、

新
た
に
対
象
と
な
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

【
減
免
の
対
象
と
な
る
方
】

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
世
帯

▽
平
成
１７
年
の
世
帯
全
員

の
収
入
金
額
（
表
）
が
基
準

以
下
で
あ
る
こ
と

※
今
年
支
払
っ
た
入
院
中

の
医
療
費（
全
額
）、
家
賃
に

つ
い
て
は
年
間
最
高
二
十
四

万
円
ま
で
を
世
帯
の
収
入
金

額
か
ら
控
除
し
ま
す
。

▽
別
世
帯
の
方
の
税
の
扶

養
親
族
ま
た
は
、
医
療
保
険

の
扶
養
者
で
な
い
こ
と

▽
活
用
で
き
る
資
産
が
な

い
こ
と

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▽
印
鑑

▽
借
家
の
方
は

家
賃
が
わ
か
る
書
類
の
コ
ピ

ー
（
賃
貸
契
約
書
・
家
賃
口

座
振
替
通
帳
の
写
し
な
ど
）

▽
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

▽
世
帯
の
収
入
が
わ
か
る
も

の
（
年
金
支
払
通
知
書
、
源

泉
徴
収
票
、
所
得
税
・
市
民

税
申
告
書
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

▽
入
院
中
の
医
療
費
領
収

書
の
コ
ピ
ー
（
今
年
の
入
院

の
も
の
に
限
る
）

◇
申
請
・
問
合
先

介
護

保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
８
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）３
８
１
４
、
東

・
中
・
西
福
祉
事
務
所
福
祉
係

▽
東
�
０
７
２
９（
８８
）６
６

１
７
、
�
０
７
２
９
（
８８
）

６
６
２
０

▽
中
�
０
７

２
９
（
６０
）
９
２
７
５
、
�

０
７
２
９
（
６０
）
９
２
７
８

▽
西
�
０
６
（
６
７
８
４
）

７
９
８
０
、
�
０
６
（
６
７

８
４
）
７
６
７
７

一
年
以
上
在
宅
（
年
間
九

十
日
以
内
の
入
院
を
含
む
）

で
重
度
の
介
護
を
要
す
る
高

齢
者
（
４０
歳
〜
６４
歳
の
特
定

疾
病
者
を
含
む
）
の
介
護
を

行
っ
て
い
る
家
族
に
、
介
護

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
の
対
象
条
件
は
、
在

宅
の
要
介
護
高
齢
者
と
そ
の

家
族
が
、
次
の
い
ず
れ
に
も

あ
て
は
ま
る
場
合
で
す
。

【
要
介
護
高
齢
者
】

▽
介
護
保
険
法
の
要
介
護

認
定
で
、
要
介
護
四
ま
た
は

要
介
護
五
と
認
定
さ
れ
、
一

年
以
上
介
護
保
険
の
給
付
を

受
け
て
い
な
い
（
年
間
七
日

以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

利
用
を
除
く
）

▽
市
民
税

非
課
税
世
帯

▽
市
内
在
住

で
、
本
市
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
し
て
い
る

【
介
護
を
行
っ
て
い
る
家

族
】▽

要
介
護
高
齢
者
を
一
年

以
上
介
護
し
て
い
る

▽
市

民
税
非
課
税
世
帯

▽
要
介

護
高
齢
者
と
同
居
、
ま
た
は

同
居
に
相
当
し
て
い
る

▽

市
内
在
住
で
、
本
市
に
住
民

登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し

て
い
る◇

◇

◇
支
給
額

年
十
万
円

◇
申
請
用
紙
配
布
・
申
請

・
問
合
先

東
・
中
・
西
福

祉
事
務
所
福
祉
係

保険料減免基準額

収入金額

１１１万円以下

１６１万円以下

２１１万円以下

※世帯員が１人増えるごとに、収
入金額に５０万円を加算

世帯構成

１人世帯

２人世帯

３人世帯

減免基準が変わりました

～対象となる方は申請を～

平成１７年度介護保険料

児
童
手
当
・
特
例
給
付
受
給
者
は

現
況
届
の
提
出
を

保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に

国
民
健
康
保
険

支
給
し
ま
す

家
族
介
護
慰
労
金

（２）第８３８号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１７年６月１５日
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ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

高
層
の
建
物
で
は
、
水
道
水
を

貯
水
槽
に
い
っ
た
ん
貯
留
し
、

各
階
に
給
水
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
、
貯
水
槽
の
管

理
が
不
適
切
で
あ
る
と
、
赤
水

の
発
生
や
水
槽
内
に
鳥
、
虫
な

ど
の
死
骸
や
フ
ン
が
混
入
す
る

な
ど
の
水
の
汚
染
事
故
が
起
き

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

建
物
の
所
有
者
は
次
の
管
理

基
準
を
守
り
、
衛
生
管
理
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
施
設
を

利
用
し
て
い
る
方
も
、
水
の
異

常
に
気
づ
い
た
と
き
は
所
有
者

に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

◇
管
理
基
準

▽
貯
水
槽
の

清
掃
は
定
期
的
（
年
一
回
）
に

行
う

▽
不
備
な
点
は
速
や
か

に
改
善
す
る

▽
蛇
口
か
ら
の

水
の
色
、
濁
り
、
に
お
い
、
味

な
ど
に
注
意
し
、
異
常
が
あ
れ

ば
必
要
な
水
質
検
査
を
行
う

▽
貯
水
槽
の
水
が
健
康
を
害
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
給
水

を
停
止
し
て
、
利
用
者
や
保
健

所
、
水
道
局
な
ど
に
連
絡
す
る

※
受
水
槽
の
有
効
容
量
が
十

立
方
�
を
超
え
る
も
の
は
、
保

健
所
へ
の
簡
易
専
用
水
道
の
届

出
と
年
一
回
の
定
期
検
査
（
厚

生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た

検
査
機
関
に
よ
る
検
査
）
が
必

要
で
す
。

◇
問
合
先

▽
保
健
所
環
境

薬
務
課
０
７
２
９
（
６０
）
３
８

０
４
、
�
０
７
２
９（
６０
）３
８

０
７

▽
上
下
水
道
局
維
持
給

水
課

０
６（
６
７
２
４
）１
２

２
１
、
�
０
６
（
６
７
２
１
）

２
３
７
４

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
刊
行
物
や
資
料
の
閲
覧
も

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い 市

と
市
民
が
情
報
を
共
有
し
市
政
へ
の
理
解
と
信

頼
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に「
情
報
公
開
制
度
」を
、

ま
た
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
い
保
護
す
る
た
め

に
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
１６
年
度
の
実
施
状
況
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

【
開
示
請
求
（
申
出
）
の
実

施
状
況
】

公
文
書
の
開
示
請
求
と
開
示

申
出
は
、
合
計
で
百
六
十
件
あ

り
ま
し
た（
表
�
）。
開
示
お
よ

び
部
分
開
示
を
含
め
た
開
示
率

は
九
〇
・
四
�
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

【
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
届

出
件
数
】

個
人
情
報
を
取
扱
う
事
務
を

開
始
す
る
と
き
に
必
要
と
な
る

届
出
件
数
は
、
平
成
１６
年
度
末

で
九
百
二
十
五
件
で
し
た
。

【
開
示
請
求
な
ど
の
実
施
状

況
】個

人
情
報
の
開
示
請
求
は
二

十
二
件
あ
り
ま
し
た（
表
�
）。

開
示
お
よ
び
部
分
開
示
を
含
め

た
開
示
率
は
一
〇
〇
�
で
す
。

な
お
、
個
人
情
報
の
訂
正
・

削
除
の
請
求
お
よ
び
是
正
の
申

出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇

◇

決
定
に
不
服
が
あ
る
請
求
者

は
、不
服
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

平
成
１６
年
度
の
不
服
申
立
て

件
数
は
、
情
報
公
開
制
度
で
十

二
件
あ
り
、
個
人
情
報
保
護
制

度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

気
軽
に
ご
利
用
を

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

情
報
公
開
や
個
人
情
報
の
開

示
（
訂
正
・
削
除
）
請
求
な
ど

の
受
付
や
相
談
は
、
市
役
所
一

階
の
「
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

で
行
っ
て
い
ま
す
。

市
政
に
関
す
る
刊
行
物
や
資

料
の
閲
覧
も
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
制
度
の
紹
介
や
申
請
書
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◇
問
合
先

市
政
情
報
相
談

課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

２
３
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
０
１

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
今
年
で
五
十
五

回
目
を
迎
え
、
保
護
司
会
や
更

生
保
護
女
性
会
な
ど
関
係
機
関

が
参
加
・
協
力
し
て
、
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

市
で
も
、
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
実
施
委
員
会
を
中
心
に
、

地
域
と
連
携
し
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◇
と
き

７
月
３
日
�

午

前
１０
時
〜
１１
時
１０
分

◇
と
こ
ろ

近
鉄「
布
施
駅
」

周
辺◇

内
容

太
平
寺
・
長
栄
中

学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
な
ど

ミ
ニ
集
会

ビ
デ
オ
鑑
賞
「w

alk
togeth

er

」
や
座
談
会
な
ど

を
行
い
ま
す
。

開
催
日
時
や
場
所
な
ど
は
各

地
域
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。◇

◇

◇
応
募
・
問
合
先

社
会
福

祉
協
議
会
内
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
実
施
委
員
会

０
６

（
６
７
８
９
）
７
２
０
１
、
�

０
６
（
６
７
８
９
）
２
９
２
４

肺がん・結核エックス線検診

◇とき・ところ �７月４日� 午前
９時３０分～１０時３０分�西保健センター
�５日� 午前１０時～１１時３０分、午後１
時～２時３０分�東保健センター �２０日
� 午前９時３０分～１０時３０分�中保健セ
ンター
◇内容・対象 �結核検診�市内在住

の１５歳以上の方 �肺がん検診�市内在
住の４０歳以上の方
◇申込・問合先 東・中・西保健セン

ター

薬物乱用は
「ダメ。ゼッタイ。」

シンナーや覚せい剤などの薬物の乱用
は、乱用者自身の身体や人生を壊すだけ

でなく、周りの無関係な人にも危害を及
ぼしてしまいます。「ほんの１回ぐらいな
ら…」という安易な気持ちが命取りにな
ります。薬物の乱用は絶対にやめましょ
う。なお、６月２０日�から７月１９日�ま
で、「ダメ。ゼッタイ。」普及運動が全国
的に行われます。
◇問合先 環境薬務課 ０７２９（６０）３８０４、
�０７２９（６０）３８０７

お控えください
日本脳炎予防接種

神経障害など日本脳炎予防接種の副作
用と疑われる事例が発症しました。この
ため、日本脳炎ワクチンの接種は控えて
くださるようお願いします。
◇問合先 健康づくり課 ０７２９（６０）

３８０２、�０７２９（６０）３８０９

乳がん（マンモグラフィ）検診

ごく早期のがんも発見できるマンモグ
ラフィ検診を受けてみませんか。
◇とき ６月２７日�
◇対象 ４０歳以上の女性で今年４月１
日現在、偶数年齢の方
◇費用 ８００円
※検診車による集団検診は保健センタ

ーで、個別検診は恵生会病院（０７２９・８２
・５１０１）で行っています。
◇ところ・申込・問合先 東保健セン

ター

骨粗しょう症予防教室

◇とき ６月３０日	 午後１時～３時
３０分、７月６日� 午前９時３０分～１１時
３０分

◇内容 講話「骨づくりは更年期前に」、
調理実習「ヘルスメイトのカルシウムた
っぷりヘルシーメニュー」、骨密度測定、
すわろビクス体験
◇対象・定員 ６０歳未満の方・２４人（申
込先着順）
◇費用 ３５０円
☆エプロン、手ふき、筆記用具を持参
◇ところ・申込・問合先 東保健セン

ター

地区健康相談

◇とき・ところ �６月２２日� 午前
１０時～１１時�ももの広場（楠根） �３０
日	 午後１時３０分～３時�市役所本庁
◇対象・内容 乳幼児�身体計測、育
児相談など
◇問合先 西保健センター

表� 個人情報の開示状況
内 訳

取下げ
２
０

不存在
５
０

不開示
０
０

部分開示
３
０

開示
１１
１

実施機関
市長
教育委員会

件数

２２開示請求

表� 情報公開の開示状況
内 訳

取下げ
０
０
０
３
０
０
３

（注）１ 開示申出は、平成１１年６月３０日以前の文書または請求できる方に
該当しない方からの申出です。

２ 開示率� 開示件数＋部分開示件数
請求（申出）件数（不存在・取下げを除く）

×１００

３ 東大阪市情報公開条例に基づく件数です。

不存在
１０
１
０
１０
１
０
２２

不開示
９
２
０
２
０
０
１３

部分開示
２１
２
１
３９
０
１
６４

開示
３２
３
０
２２
１
０
５８

実施機関
市長
教育委員会
消防長
市長
教育委員会
消防長

件数

８１

７９

１６０

開示請求

開示申出

合計

市市政政へへのの理理解解とと

信信頼頼をを深深めめるるたためめにに

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

平
成
１６
年
度
実
施
状
況
ま
と
ま
る

保健所・センターだより

車車ででのの来来場場ははごご遠遠慮慮くくだだささいい
東東＝＝００７７２２９９（（８８２２））２２６６００３３ 中中＝＝００７７２２９９（（６６５５））６６４４１１１１ 西西＝＝００６６（（６６７７８８８８））００００８８５５
��００７７２２９９（（８８６６））２２１１３３５５ ��００７７２２９９（（６６６６））６６５５２２７７ ��００６６（（６６７７８８８８））２２９９１１６６

立ち直る 気持ち育てる
やさしい目

～７月は「社会を明るくする運動」月間～

建
物
の
所
有
者
は

飲
水
の
衛
生
管
理
を

平成１７年６月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８３８号（３）
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�
�
�
�
�
�
�
�
� 男

女
共
同
参
画
社
会

っ
て
ど
ん
な
社
会

性
別
か
ら
く
る
固
定
的
な
役

割
に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
社
会
が
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
で
す
。

人
権
を
尊
重
し
、
個
性
や
能

力
を
大
切
に
し
、
だ
れ
も
が
人

生
の
主
役
と
し
て
生
き
が
い
あ

る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
は
、
豊
か
で
素
晴
ら
し
い

も
の
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

し
か
し
、
日
常
生
活
な
ど
で

は
、「
女
（
男
）
は
こ
う
い
う
も

の
」
と
い
う
意
識
や
そ
れ
に
基

づ
く
慣
習
が
根
強
く
残
っ
て
い

る
た
め
、物
事
の
決
定
や
選
択
、

人
を
評
価
す
る
と
き
な
ど
、
大

き
く
影
響
を
受
け
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
役
割
や
生
き
方

を
決
め
る
の
で
は
な
く
、「
自
分

ら
し
さ
」
を
大
切
に
し
、
男
女

に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
選
択
で
き
る
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
積
極
的

な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

身
近
な
こ
と
か
ら

始
め
よ
う

▽
大
人
の
言
動
や
考
え
方
が

大
き
く
影
響
し
て
し
ま
う
子
育

て
。「
男
の
子
ら
し
さ
、
女
の
子

ら
し
さ
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
子

ど
も
自
身
を
み
つ
め
、
そ
の
個

性
や
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
よ

う
、
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
男
女
が
共
に
社
会
を
支
え

て
い
ま
す
。
地
域
で
も
、
職
場

で
も
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
女
性
の

声
が
十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

政
策
や
方
針
の
決
定
に
は
男
女

が
等
し
く
参
画
す
る
機
会
が
持

て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
役
割
を
決
め
つ
け
ず
、
み
ん

な
で
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど

を
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
家
族

の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
男
女
と
も
に
家
庭
生
活
や

地
域
生
活
、
仕
事
と
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
働
く
場
に
お
け
る
男
女
の

格
差
は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
が
、

女
性
の
能
力
を
生
か
す
こ
と
は

元
気
な
社
会
作
り
に
つ
な
が
り

ま
す
。
男
女
が
お
互
い
を
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合

い
、
意
欲
と
能
力
を
引
き
出
せ

る
生
き
生
き
と
し
た
職
場
作
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
と

子
育
て

男
女
共
同
参
画
が
進
み
、
女

性
が
社
会
に
出
て
能
力
を
発
揮

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
少
子
化

が
さ
ら
に
進
み
子
育
て
に
も
悪

い
影
響
が
で
る
の
で
は
、
と
い

っ
た
声
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
諸
外
国
で
は
女
性

が
多
く
働
い
て
い
る
国
の
方
が

合
計
特
殊
出
生
率
も
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の

社
会
進
出
が
進
む
ほ
ど
、
女
性

の
視
点
に
立
っ
た
意
思
決
定
が

行
わ
れ
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立

が
し
や
す
く
な
り
、
す
べ
て
の

人
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
な

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

常
識
の
間
違
い
�

Q
―
専
業
主
婦
の
ほ
う
が
子

ど
も
を
た
く
さ
ん
産
ん
で
い

る
？

A
―
間
違
い
で
す
。
働

い
て
い
る
女
性
で
も
専
業
主
婦

で
も
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

の
が
現
状
で
す
。

Q
―
子
ど
も
が
３
歳
ま
で
は

母
親
が
家
庭
で
育
て
な
い
と
、

そ
の
後
の
成
長
に
悪
影
響
が
あ

る
？

A
―
間
違
い
で
す
。
合

理
的
な
根
拠
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
上
、
近
年
は
父
親
や
そ
の

他
の
育
児
者
な
ど
の
役
割
に
も

目
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Q
―
子
育
て
は
女
性
固
有
の

能
力
？

A
―
間
違
い
で
す
。

妊
娠
・
出
産
・
哺
乳
は
女
性
の

生
得
的
能
力
で
す
が
、
お
む
つ

を
交
換
す
る
、
ご
は
ん
を
食
べ

さ
せ
る
、
お
風
呂
に
入
れ
る
な

ど
子
育
て
の
大
部
分
は
男
性
も

同
様
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
を
広
く

知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
目
的
や
基
本
理
念
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
６
月
２３
日
か

ら
の
一
週
間
を
男
女
共
同
参
画
週
間
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大

量
廃
棄
型
の
利
便
性
を
優
先
し

た
現
在
の
社
会
経
済
活
動
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
に
よ

る
地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
し
、

将
来
の
世
代
を
取
り
巻
く
環
境

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。市

で
は
、
市
役
所
が
率
先
し

て
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
、
地

球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
よ
り
実
効

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
平
成

１６
年
２
月
に
取
得
し
た
水
道
局

庁
舎
に
続
い
て
、
市
役
所
本
庁

舎
で
も
、
国
際
的
な
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
規
格
で

あ
る「I

S
O

一
四
〇
〇
一
」の

認
証
取
得
に
向
け
、
活
動
を
６

月
１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
。

運
用
開
始
に
先
立
ち
、
５
月

２６
日
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
経
営
層
）
の
市
長
は
、
統
括

環
境
管
理
責
任
者
お
よ
び
、
各

部
門
の
環
境
管
理
責
任
者
へ
任

命
書
を
授
与
し
、「
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。昨

年
１１
月
に
決
定
し
た
環
境

方
針
に
基
づ
く
具
体
的
な
活
動

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
お
も
な
共
通
活
動
】

▽
エ
ア
コ
ン
�
日
射
に
よ
る

室
内
温
度
の
上
昇
を
防
ぐ
た
め

の
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
活
用
や
、
執

務
室
の
室
温
を
冷
房
時
二
十
八

度
、
暖
房
時
二
十
度
で
管
理
す

る

▽
照
明
�
勤
務
時
間
前
や

昼
休
み
な
ど
、
執
務
室
の
照
明

を
消
灯
す
る

▽
P
P
C
用
紙

�
両
面
印
刷
の
徹
底

▽
グ
リ

ー
ン
購
入
�
環
境
に
配
慮
し
た

物
品
の
購
入
を
推
進

地
球
温
暖
化
防
止
を
お
も
な

目
標
と
し
た
共
通
活
動
を
始
め

る
と
と
も
に
、
公
共
工
事
の
環

境
配
慮
を
は
じ
め
、
市
域
の
環

境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
施
策
、

豊
か
な
環
境
を
創
造
す
る
た
め

の
施
策
な
ど
、
所
属
の
特
色
に

応
じ
た
所
属
活
動
の
運
用
を
９

月
よ
り
開
始
し
、
１１
月
と
来
年

２
月
に
外
部
審
査
を
受
け
て
、

３
月
の
認
証
取
得
を
め
ざ
し
ま

す
。◇

問
合
先

▽
環
境
企
画
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
９
８
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
８

東
大
阪
の
モ
ノ
づ
く
り
技

術
を
全
国
に
P
R
す
る
た
め

に
、
５
月
１８
日
、
１９
日
の
二

日
間
、
産
業
展
「
も
う
か
り

メ
ッ
セ
東
大
阪
」
を
昨
年
に

引
き
続
き
東
京
都
立
産
業
貿

易
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
活

発
な
商
談
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

大
き
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

「
お
っ
�
と
い
わ
せ
る
よ

う
な
モ
ノ
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
た
同
産
業
展
に

は
、
七
十
二
の
企
業
や
団
体

が
出
展
。
全
国
で
ト
ッ
プ
シ

ェ
ア
を
誇
る
企
業
も
多
く
、

国
内
外
の
製
造
・
流
通
関
係

者
が
出
展
品
の
技
術
説
明
に

聞
き
入
る
姿
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

１８
日
に
は
モ
ノ
づ
く
り
親

善
大
使
の
青
木
豊
彦
さ
ん
が

「
み
せ
ま
っ
せ
、
東
大
阪
の

底
力
」
と
題
し
て
講
演
。
会

場
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、

東
大
阪
の
モ
ノ
づ
く
り
の
現

状
や
、
人
工
衛
星
「
ま
い
ど

一
号
」
に
か
け
る
熱
い
思
い

を
語
る
青
木
さ
ん
の
言
葉
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

二
日
間
の
来
場
者
数
は
、

約
三
千
人
。
千
九
百
十
六
件

の
商
談
の
引
き
合
い
が
行
わ

れ
、
そ
の
う
ち
百
六
十
八
件

が
引
き
続
き
商
談
予
定
、
四

件
の
商
談
が
成
立
し
ま
し
た
。

▼
モ
ノ
づ
く
り
に
つ
い
て
熱

く
語
る
モ
ノ
づ
く
り
親
善
大

使
の
青
木
豊
彦
さ
ん

▲バラエティに富んだ
製造業の出展品に見入
る来場者

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
に

ち
な
み
、
記
念
の
つ
ど
い
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
は
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
男

女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
ひ

と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
展
示

し
ま
す
。

◇
と
き

６
月
２６
日
�

午

後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
内
容

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

・
樟
蔭
高
校
ハ
ー
モ
ニ
ー
部
に

よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏

▽
講

演
講
談
「
男
女
共
同
参
画

ひ

と
り
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
」

弁
護
士

渥
美
雅
子
さ
ん

☆
講
演
は
手
話
通
訳
あ
り

◇
定
員

二
百
四
十
四
人（
当

日
先
着
順
）

☆
十
人
ま
で
１
歳
６
か
月
〜

就
学
前
幼
児
の
保
育
あ
り
（
ひ

と
り
二
百
円
で
６
月
１９
日
�
ま

で
に
要
予
約
）

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

イ
コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
）

０
７
２
９

（
６０
）９
２
０
１
、
�
０
７
２
９

（
６０
）９
２
０
７

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
、
子
育
て
の
援
助
を

し
た
い
方
と
、
子
育
て
の
援

助
を
受
け
た
い
方
を
会
員
登

録
し
、
会
員
同
士
が
地
域
で

子
育
て
を
支
え
合
う
相
互
援

助
活
動
で
す
。

育
児
の
援
助
を
し
た
い
方

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
講
習
を
受
講
し
な

け
れ
ば
、
援
助
会
員
に
登
録

で
き
ま
せ
ん
。

◇
と
き

７
月
７
日
�

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

く
す
の
き
プ

ラ
ザ
（
若
江
岩
田
駅
前
）

◇
内
容

事
業
概
要
と
シ

ス
テ
ム
の
説
明
、
子
ど
も
の

健
康
と
発
達
、
現
在
の
子
育

て
環
境
と
求
め
ら
れ
る
支
援

◇
対
象
・
定
員

市
内
お

よ
び
近
隣
市
在
住
の
成
人
で
、

自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ

と
が
で
き
る
方
・
二
十
人（
申

込
先
着
順
）

◇
申
込
方
法

住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
７

月
６
日
�
の
午
後
５
時
ま
で

に
☆
入
会
受
付
は
講
座
終
了

翌
日
以
降
に
実
施

◇
申
込
・
問
合
先

フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー

０
６
（
６
７
８
５
）

２
６
２
５
、
�
０
６
（
６
７

８
９
）
５
６
１
１

宣言式で、職員に決意を語る
松見市長

河
内
地
方
が
古
く
か
ら
河

内
木
綿
の
産
地
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
京
都
府
丹
後
地
方
で

は
藤
の
木
の
繊
維
か
ら
糸
を

紡
ぎ
、
生
活
用
品
が
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
丹
後
の
藤
織
り

保
存
会
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ

た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
（
入

場
無
料
）。

◇
と
き

７
月
１３
日
�
〜

２４
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後

５
時

☆
１９
日
�
は
振
替
休
館

体
験
講
座

【
フ
ジ
ウ
ミ
―
糸
づ
く
り
】

藤
の
木
の
繊
維
か
ら
糸
を

作
り
ま
す
。

◇
と
き

７
月
１７
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

◇
講
師

丹
後
藤
織
り
保

存
会

井
之
本
泰
さ
ん

◇
定
員

二
十
人
（
申
込

先
着
順
）

◇
費
用

無
料

夢
を
か
た
ち
に
展

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
創

作
講
座
を
受
講
し
た
方
が
製

作
し
た
パ
ス
テ
ル
画
や
水
彩

画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
（
入

場
無
料
）。

◇
と
き

７
月
６
日
�
〜

１０
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後

５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時

ま
で
）

創
作
講
座

全
回
受
講
で
き
る
１８
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
講
座
を
開

き
ま
す
。

【
色
鉛
筆
と
水
彩
絵
具
に

よ
る
絵
画
教
室
】

◇
と
き

８
月
１０
日
〜
９

月
２８
日
の
毎
週
水
曜
日

午

後
１
時
〜
４
時（
計
八
日
間
）

◇
定
員

１５
人
（
抽
選
）

◇
費
用

八
千
円
程
度

【
人
物
パ
ス
テ
ル
画
】

◇
と
き

８
月
１２
日
〜
９

月
３０
日
の
毎
週
金
曜
日

午

後
１
時
〜
４
時（
計
八
日
間
）

◇
定
員

１５
人
（
抽
選
）

◇
費
用

九
千
円
程
度

【
抗
火
石
に
よ
る
石
彫
教

室
】◇

と
き

８
月
１３
日
〜
１０

月
１
日
の
毎
週
土
曜
日

午

後
１
時
〜
４
時（
計
八
日
間
）

◇
定
員

１０
人
（
抽
選
）

◇
費
用

六
千
円
程
度

◇

◇

◇
申
込
方
法

「
夢
を
か

た
ち
に
展
」開
催
期
間
中
に
、

会
場
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
直
接

星
を
見
た
り
、
植
物
を
観

察
し
た
り
、
身
近
な
自
然
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

わ
く
わ
く
星
空
教
室

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
で
、

星
座
や
天
体
に
つ
い
て
楽
し

く
学
び
ま
す
。

◇
と
き

７
月
〜
１２
月
の

毎
月
第
二
土
曜
日

午
後
２

時
〜
４
時
（
計
六
日
間
）

◇
対
象
・
定
員

小
学
校

三
年
生
〜
六
年
生
・
二
十
人

（
抽
選
）

◇
費
用

千
円

親
子
植
物
教
室

植
物
を
観
察
・
採
集
し
、

標
本
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

◇
と
き

７
月
１０
日
�

午
前
１０
時
〜
正
午

◇
対
象
・
定
員

小
学
生

と
そ
の
保
護
者
・
十
組
二
十

人
（
抽
選
）

◇
費
用

一
組
五
百
円

◇

◇

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名

（
植
物
教
室
は
保
護
者
も
）、

学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、６
月
２７
日
�（
消

印
有
効
）
ま
で
に

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒
５７８
・
０
９
２
３
松
原

南
二
―
七
―
二
一

ド
リ
ー

ム
２１

０
７
２
９（
６２
）０
２

１
１
、
�
０
７
２
９
（
６２
）

０
８
１
０

消
防
局
で
は
毎
月
、
応
急

手
当
の
講
習
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

病
院
外
で
の
心
停
止
に
よ

る
突
然
死
を
減
ら
す
た
め
、

７
月
か
ら
A
E
D
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方

な
ど
を
、
講
習
内
容
に
追
加

し
ま
す
。

A
E
D
と
は
、
心
停
止
が

起
き
た
と
き
に
、
心
臓
に
電

流
を
流
し
正
常
に
戻
す
（
除

細
動
）
た
め
の
医
療
機
器

で
、
電
極
パ
ッ
ト
を
傷
病
者

に
付
け
、
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
従
っ
て
操
作
す
る
だ
け
で

除
細
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◇
問
合
先

消
防
局
警
備

課

０
６（
６
７
８
８
）７
６

７
５
、
�
０
６（
６
７
８
１
）

３
５
６
２

７
月
の
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

あ
な
た
も
ぜ
ひ
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
と
き

７
月
１１
日
�

午
後
６
時
〜
９
時

◇
と
こ
ろ

東
消
防
署

◇
内
容

心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D
の
使
用
法
、
気
道
の

異
物
除
去
法
、
止
血
法
な
ど

◇
申
込
期
限

７
月
４
日

�
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
先

▽
東

消
防
署
�
０
７
２
９
（
８１
）

５
５
０
１
、
�
０
７
２
９

（
８５
）
６
５
０
３

▽
中
消

防
署
�
０
７
２
９（
６１
）６
１

８
１
、
�
０
７
２
９
（
６６
）

６
４
６
５

▽
西
消
防
署
�

０
６（
６
７
８
８
）７
６
７
１
、

�
０
６
（
６
７
８
８
）
１
３

７
４

毒
グ
モ
の
一
種
「
セ
ア
カ

ゴ
ケ
グ
モ
」
が
本
市
で
も
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
攻
撃

性
は
低
い
の
で
す
が
、
素
手

で
触
る
と
か
ま
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
み
ぞ
掃
除

や
庭
い
じ
り
を
す
る
と
き
は
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

も
し
か
ま
れ
た
と
き
は
、

傷
口
を
水
で
洗
う
な
ど
清
潔

に
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
医

療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ク
モ
を
殺

し
て
持
参
す
る
と
、
よ
り
適

切
な
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◇
特
徴

体
長
一
�
�
、

全
体
が
黒
く
、
背
に
赤
い
帯

状
の
模
様
が
あ
る

◇
生
息
場
所

排
水
溝
の

側
面
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た

の
裏
、
庭
石
・
墓
石
の
間
や

く
ぼ
み
、屋
外
の
ブ
ロ
ッ
ク
、

プ
ラ
ン
タ
ー
の
裏
側
な
ど

◇
駆
除
方
法

市
販
の
殺

虫
剤
（
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
）

を
噴
霧
す
る

◇
問
合
先

▽
防
疫
事
務

所

０
６（
６
７
８
３
）２
９

４
５
、
�
０
６（
６
７
８
３
）

５
７
１
１

▽
環
境
薬
務
課

０
７
２
９（
６０
）３
８
０
４
、

�
０
７
２
９（
６０
）３
８
０
７

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問

合
先

市
民
美
術
セ
ン
タ

ー

０
７
２
９（
６４
）１
３

１
３
、
�
０
７
２
９（
６４
）

１
５
９
６

６
月
１
日
よ
り
活
動
ス
タ
ー
ト

認証取得
に向けて

市
民
美
術
セ
ン
タ
ー
企
画
展

丹後の藤織り作品展
～伝承と可能性
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（４）第８３８号ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成１７年６月１５日（５）
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募 集 募 集 その他 その他 

まなぶのつづき

パソコン夏休みフリースクール

デジカメやインターネットを体験して
夏休みを楽しみませんか。
◇とき ７月２１日�～８月３０日�の毎

週火・木曜日 午後１時～４時（８月１６
日を除く、計１１回）
◇ところ 青少年女性センター
◇対象 市内在住の小・中学生
◇申込方法 ハガキに「パソコンフリ

ースクール」と明記し、住所、氏名（保
護者も）、学年、電話番号を書いて、７月
１２日�（消印有効）までに
※上記時間内の自由参加ですが、申込み
多数の場合は参加日を調整し、連絡します。
◇申込・問合先 〒５７７・８５２１教育委員
会青少年スポーツ室 ０６（４３０９）３２８０、
�０６（４３０９）３８３５

クリエイション・コア東大阪
仕出し業者

説明会を次のとおり行います。
◇とき ６月２４日� 午後１時～
◇ところ 産業振興センター（クリエ

イション・コア東大阪北館３階）
◇要件 �市内および近隣地域におい

て、良好な規模での営業実績がある法人
�食品衛生法に基づく仕出し業に係る営
業登録を有する �技術交流室（最大４００
人程度）の食事（立食・弁当・喫茶など）
に対応できる
◇申込方法 ６月２３日�までに電話で
◇申込・問合先 �中小企業振興会

０６（４３０９）２３０１、�０６（４３０９）２３０３

市立総合病院職員
～嘱託看護師・嘱託視能訓練士～

◇対象 ４５歳以下の方
☆看護師は夜勤できる方を歓迎
◇募集人数 �看護師�１０人程度 �

訓練士�１人
◇勤務日数 ４週間につき看護師は１８

回、訓練士は１６回の勤務
◇応募・問合先 �看護師�市立総合
病院看護部 ０６（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）
２２７１ �訓練士�市立総合病院総務課
０６（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）２１９４

「エコアクション」参加家庭

地球温暖化やヒートアイランド現象を
防止するために、二酸化炭素の排出抑制
や省エネに家庭で取り組む「おおさかエ
コアクション」に参加する家庭を募集し
ます。「環境家計簿」をつけ、二酸化炭素
の排出抑制や省エネをしてみせんか。
◇期間 ７月１日�～１２月３１日�
◇定員 ４００人程度
◇応募期間 ６月１５日�～３０日�
◇応募・問合先 環境企画課 ０６（４３０９）

３１９８、�０６（４３０９）３８１８

休館のお知らせ～日下市民プラザ

日下市民プラザは水洗化工事のため、
１０月９日	、１０日
は休館します。工事
は９月上旬から始まりますので、駐車場
の利用はご遠慮ください。
◇問合先 地域振興室 ０６（４３０９）３１６１、
�０６（４３０９）３８６１

高齢者生きがいづくりを応援

６０歳以上の高齢者を中心としたグルー
プが、就労的生きがいづくり事業を始め
るときに助成金交付（上限１００万円）など
の相談・支援活動を行っています（営利
目的を除く）。次のとおり説明・相談会を
行いますので、お越しください。
◇とき ６月３０日� 午後１時３０分～
４時
◇ところ イコーラム（男女共同参画

センター）
◇申込・問合先 大阪府福祉人権推進

センター ０６（６５６１）４１９８、�０６（６５６１）４２１１

納期限は６月３０日
市民税・府民税第１期分

市民税・府民税第１期分の納期限は、
６月３０日�です。前年の所得により１月
１日現在に居住している市で課税されま
す。納期限までに、市税取扱金融機関ま
たは郵便局で納めてください。なお、１
年分の税金を今月末までに一括納付する
と、報奨金を年税額から差し引いて納付
できます。報奨金は納付書に記載してい
ますので、全期前納での納付をお願いし
ます。
◇問合先 �課税内容�市民税課 ０６

（４３０９）３１３５～９、�０６（４３０９）３８０９
�納付�納税課 ０６（４３０９）３１４７～５３、
�０６（４３０９）３８０８

費用の一部を補助
わが家の耐震診断

自宅の耐震診断を受ける方に、技術者
の紹介や費用の一部補助を行います。
◇対象建築物 昭和５６年５月３１日以前
に建てられ、現在居住している自己所有
の住宅
◇補助額（限度額） １戸当たり２万

５，０００円
◇申込・問合先 指導監察課 ０６（４３０９）

３２４５、�０６（４３０９）３８３４

住居表示を実施
～新庄・本庄・三島地区など～

今秋、新庄・本庄・三島地区などで住
居表示を実施します。実施すると住所の
表し方が次のように変わります。
（実施前）○○町○○番地
（実施後）○○町○（丁目）○番○号
◇実施区域 �全部実施�鴻池、新庄、
新庄西、新庄南、本庄、本庄中１・２丁
目、本庄西１～３丁目、三島、横枕西、
稲田（中央環状線内） �一部実施�新
庄東（一部実施済み）
※町名が変わる区域もあります。
◇問合先 都市整備庶務課 ０６（４３０９）

３２１２、�０６（４３０９）３８３２

介護支援専門員
実務研修受講試験

◇試験日 １０月２３日	 午前１０時～
◇申込期間 ７月１９日�～８月２日�
※試験要領は、高齢介護課、保健所、

保健センター、福祉事務所などで７月１
日�から配布します。
※医師、看護師、介護福祉士などの資

格や、５年または１０年以上の実務経験が
必要です。
◇問合先 �大阪府地域福祉推進財団

０６（６７６３）８０４４、�０６（６７６３）８０５１

１人２ゲームを行い、チーム（１チ
ーム３人）の合計点数を競います。
◇とき ６月２９日� 午後６時３０分～
◇ところ ヒット（近鉄奈良線「八

戸ノ里駅」北側）
◇定員 ３６チーム（申込先着順）
◇費用 １チーム５，０００円
◇表彰 �団体賞�１～３位 �個

人賞�男女各１位、ブービー賞ほか

☆表彰時に、立食パーティーあり
◇申込方法 ハガキ（１チーム１枚）

にグループ名、参加者全員の氏名（フ
リガナ）、年齢、性別（代表者は住所、
電話番号、ファクス番号も）を書いて、
６月２２日�までに（ファクスでも可）
◇申込・問合先 〒５７７・０８０４中小阪

５―１４―３０ ユトリート東大阪 ０６（６７２１）
６０００、�０６（６７２１）１２１２

ハングル講座

とき 水曜日�午後７時～８時３０分�
午後８時４０分～１０時１０分 内容 入門か
ら上級まで ※場所、費用などは問合先
へ 申込・問合先 KEY（在日コリアン
青年連合） ０１２０（１２）８０９６、Eメール
koreanyouth@ybb.ne.jp

アロマテラピー「香りの教室」

とき ７月２日�午前１０時～正午 と
ころ グリーンパル（中鴻池） 内容
自分だけのフレグランス作り 定員 １０
人 問合先 吉岡 ０９０（１０２３）４８７０

リフォームを成功させるコツ�

コーディネーター歴１６年の沢田弘子さ
んがかしこい素人のリフォームについて
教えます。 とき ６月２５日�午後２時
～４時 定員 ３０人 費用 ２，０００円
【ハワイアンコンサート】
ウクレレ同好会の講師木村明さんとコ

コヘッドボーイズによるハワイアンコン
サートです。とき ７月３０日�午後６時
～８時 定員 ４０人 費用 ３，０００円

◇ ◇
申込方法 ハガキに住所、氏名、電話

番号を書いて郵送（振込み用紙を返送し
ます）または直接 ところ・申込・問合
先 〒５７７・０８０４中小阪２―１２―１８ギャラリ
ー＆カルチャールームGODA「合田」
０６（６７２３）９６６０

夏期特別研修会

とき ８月４日�、１８日�、２５日�午
前１０時～１１時３０分（計３日間） ところ
イコーラム（男女共同参画センター）
内容 石田郁代さんによる講話「樋口一
葉の世界」 定員 ３５人 費用 ３，０００円
申込期限 ７月３０日� ※１歳６か月～
小学校１年生の保育あり（ひとり２００円で
一週間前までに要予約） 申込・問合先
与謝野晶子同好会「石田」０７２９（６１）３２８３

こども囲碁土曜教室

とき 来年３月２５日までの土曜日午後
１時～（１１月１２日、１２月３１日、１月７日、
２月１１日を除く） ところ 社会教育セ
ンター 対象 市内在住の５歳～高校生
費用 月８００円 ※申込みは直接会場へ
※７月から視覚障害者も使える碁盤と石
を設置（対象は市内在住で、年齢は問い
ません） 申込・問合先 囲碁サロン爛
柯内こども囲碁のふるさと・東大阪事務
局 ０６（４７９６）４１１５

スライドカルチャー

とき ６月１８日�、２５日�、７月２日
�午後２時～３時３０分 定員 １００人（申
込先着順） 費用 １，０００円 申込方法
申込用紙に必要事項を書いて電話または
ファクスで ところ・申込・問合先 大
阪商業大学商業史博物館 ０６（６７８５）６１３９、
�０６（６７８５）６２３７

市民テニス大会

とき ７月３１日	、８月７日	午前７
時～ ところ 中部緑地テニスコート
対象 市内在住、在勤、在学の１５歳以上
の方 種目（ダブルス）・定員 �壮年
男子（４５歳以上）・１６組 �一般男子A
（上級者）・１６組 �一般男子B（中級
者）・６４組 �一般男子C（初心・初級者）
・３２組 �一般女子A （中級・上級者）
・１６組 �一般女子B（初心・初級者）
・３２組 費用 １組３，０００円 申込方法
所定の申込用紙に必要事項を書いて参加
費を添えて７月１８日
までに ※車での
来場はご遠慮ください 申込用紙配布・
申込・問合先 東大阪市テニス協会（小
阪１―７―２―１１１テニスショップ・ピジョン内）
０６（６７８８）８５１９

枚岡ネイチャークラブの催し

【「きのこ」ってなあに】
とき ６月１９日	午前１０時～午後２時
（枚岡神社鳥居下に集合） ところ 枚
岡公園 ※弁当、水筒、雨具、あれば図
鑑、虫めがねを持参
【真夏の感動� セミの羽化】
とき ７月１７日	午後７時～８時３０分

（枚岡神社鳥居下に集合） ところ 枚岡
梅林 ※雨具、懐中電灯、虫めがねを持参

◇ ◇
費用 大人３００円、子ども１００円（幼児

は無料） 問合先 大沢 ０６（６７２８）９７４９

親子ふれあい野外活動

とき ７月２４日	午前９時（玉串鳥居
前集合） ところ 府民の森「ちはや星
と自然のミュージアム」 内容 自然の
素材を使った工作や、ちはや園地のガイ
ドウォークなど 対象・定員 親子（小
学校５年生以上は１人でも可）・１２０人
費用 中学生以上５，０００円、４歳～小学生
２，５００円 申込方法 ７月１０日	までに直
接 申込・問合先 〒５７８・０９３３玉串元町
２―１０―５０ 東大阪かわち青少年育成会 ０７２９
（６３）４１１９

古文書公開講座

２７０年前の日下村の庄屋が書いた日記を
読みます。 とき ７月６日�、２０日�、
８月３日�、２４日�午後７時～９時（計
４日間） ところ 孔舎衙公民分館 定
員 １０人 費用 １，０００円 申込・問合先
日下古文書研究会「浜田」０７２９（８７）３９９６、
�０７２９（８１）８４３７

枚岡薪能実行委員を募集

秋に枚岡神社境内で開催する枚岡薪能
の実行委員を募集します。 内容 月１
回程度の会議への参加と本番の手伝い
応募方法 ハガキに住所、氏名、年齢、
電話番号を書いて、６月３０日�（必着）
までに 応募・問合先 〒５７９・８０３３出雲
井町７―１６ 枚岡薪能実行委員会事務局
０７２９（８１）４１７７

ゆとりーと

ボウリング大会

（６）第８３８号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１７年６月１５日
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ボランティア・あいあいサロン

キーボードやギターの演奏にのせて、
みんなでなつかしい歌を楽しく歌います。
◇とき ６月２５日� 午後１時３０分～
３時３０分
◇ところ 総合福祉センター
◇定員 ８０人（申込先着順）
※ボランティア活動やイベントなども

紹介します。
◇申込・問合先 市民福祉活動センタ

ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）５６１１

大人が楽しむおはなし会

◇とき ６月２１日� 午前１０時３０分～
正午
◇内容 東大阪おはなしの会「ねっこ

ぼっこ」による「ホレおばさん」「きつね
奥様のご結婚」ほか
◇対象・定員 市内在住の方・５０人（当
日先着順）
◇ところ・問合先 花園図書館 ０７２９
（６５）７７００、�０７２９（６５）９２１２

高安の里史跡めぐり

高安の史跡（志合寺山古墳など）を徒
歩（約７�）で訪ねます。
◇とき ６月２６日� 午前９時～午後
３時（雨天のときは２９日�に順延）
☆近鉄信貴線「服部川駅」改札口に集

合
◇対象・定員 市内在住、在勤の方・

４０人（申込先着順）
◇費用 ３００円
◇申込方法 ６月２０日�までに住所、
氏名、電話番号を電話またはファクスで
◇申込・問合先 くすのきプラザ（若

江岩田駅前） ０７２９（６７）６５６５（�兼用）

母子家庭ふれあいツアー

大自然の中、乳しぼりやバター作りな
どで楽しく過ごしましょう。

◇とき ７月２３日� 午前８時４５分出
発（往復バスを利用）
◇行先 淡路島牧場
◇対象・定員 市内在住の、子どもが

小学生の母子家庭家族・２０組（抽選）
◇費用 大人２，０００円、子ども１，０００円
◇申込方法 ハガキに行事名、住所、

親子の氏名と年齢、電話番号を書いて、
６月３０日�（消印有効）までに
☆抽選結果は後日通知
◇申込・問合先 〒５７７・００５４高井田元
町１―２―１３ 社会福祉協議会 ０６（６７８９）
７２０１、�０６（６７８９）２９２４

ひるさがりロビーコンサート

◇とき ７月９日� 午後１時３０分～
２時１５分
◇内容 辻本薫さんほかによるピアノ

演奏と歌
◇ところ・問合先 市民美術センター

０７２９（６４）１３１３、�０７２９（６４）１５９６

七夕親子の集い
ささ

親子で七夕の笹飾りを作ります。
◇とき ７月３日� 午後２時～４時
◇定員 ３０組（当日先着順）
※必ず保護者が同伴してください。
※竹笹や短冊など、材料は用意します。
◇ところ・問合先 やまなみプラザ（四
条） ０７２９（８８）３１１３、�０７２９（８８）３１０７

一歩セミナー

上手に「ＮＯ�」といえるコミュニケ
ーション術をトレーニングしませんか。
◇とき・内容 �７月７日�	「なん

で、いわれへんのやろ」 �１４日�	「上
手に気持ちを伝えたいねん」 �２１日�
	「NO�といえる私になるために」
☆いずれも午前１０時～正午で計３日間
◇講師 フェミニストカウンセラー

わたなべひろみさん
◇対象・定員 市内在住、在勤、在学

で全回受講できる方・３０人
☆１歳６か月～就学前幼児の保育あり

（１人２００円で、要予約・定員１０人）
◇申込方法 往復ハガキに講座名と受

講動機、住所、氏名、電話番号、保育の
有無（子どもの氏名、生年月日も）を書
いて、７月１日
（必着）までに
◇ところ・申込・問合先 〒５７８・０９４１
岩田町４―３―２２―６００ イコーラム（男女共
同参画センター） ０７２９（６０）９２０１、�
０７２９（６０）９２０７

日常の英会話

◇とき ７月２日�、９日� 午後２
時～３時３０分（計２日間）
◇対象・定員 市内在住、在勤、在学

の方・２０人（抽選）
◇費用 １００円
◇申込方法 往復ハガキに講座名、住

所、氏名、年齢、電話番号を書いて、６
月２１日�（必着）までに
◇ところ・申込・問合先 〒５７７・００５４
高井田元町１―１１―１７ 青少年女性センター
０６（６７８９）５７４６、�０６（６７８９）２０４９

絵手紙教室

手描きで暑中見舞いを作ります。
◇とき ７月１９日�、２２日
、２３日�、

２５日� 午後２時～４時（計４日間）
◇定員 ２０人（抽選）
◇費用 ２，０００円
◇申込方法 往復ハガキに教室名、住

所、氏名、年齢、電話番号を書いて、６
月２７日�（必着）までに
◇ところ・申込・問合先 〒５７９・８０５４
南四条町１―７ やまなみプラザ（四条）
０７２９（８８）３１１３、�０７２９（８８）３１０７

「賃貸マンションを退去するときに、
家主から修繕費を請求された。払わな
ければならないのですか」という相談
が多く寄せられています。
賃貸マンションの退去時には借り主

の故意、過失によって生じた汚れや破
損などを回復する義務があります。こ
れは入居時の状態に完全に戻すことで
はなく、通常使用の範囲内の損耗はそ
のまま返還すればよいとされています。
通常使用の範囲内かの目安は、不動産
適正取引推進機構が発行している「原

状回復をめぐるトラブルとガイドライ
ン」を参考にしましょう。また、入退
去時に室内を写真にとり、状況を家主
と確認しあう事も大切です。
【新聞の訪問販売】
訪問販売で新聞の契約をした場合、

８日以内であればクーリング・オフが
できます。しかしそれ以降の解約は困
難です。過剰なサービスにつられて契
約しないようにしましょう。
◇問合先 消費生活センター ０７２９

（６５）０１０２、�０７２９（６２）９３８５

掲示板の掲載は、２か月に１回（偶数
月の１５日号）です。掲載を申込むには、
事前に「掲示板掲載希望グループ・団体
等の登録書」の提出が必要です。また、
他にも掲載条件があり、すべて掲載でき
るものではありません。
※ふれあいの広場の掲載は、年１回（２

月ごろ）です。
◇登録書配布・申込・問合先 広報課

０６（４３０９）３１０２、�０６（４３０９）３８２１

介護用ベッドリサイクル説明会
～ミシン掛けボランティア募集～

リサイクル活動紹介と介護用ベッドカ
バー製作のミシン掛けボランティアを募
集します。 とき ７月９日�午前１１時
～正午 ところ 市民福祉活動センター
【小学校夏休み親子木工教室ボランテ

ィアサポーター説明会】
７月２３日�、３０日�に市内小学校で行

う木工教室のボランティアサポーターを
募集します。 とき ７月９日�午前１１
時～正午 ところ 市民福祉活動センタ
ー

◇ ◇
※いずれも予約制 予約・問合先
NPO法人医療保健福祉建築の連携研究会
０６（６７２３）０１４９、�０６（６２２４）６８１２

夜間多重債務法律無料相談

とき ６月２３日、３０日、７月１４日、２８
日 ところ グリーンパル（中鴻池）
※いずれも木曜日で午後６時～９時 定
員 各日５人 ※６月１５日～７月２９日は
電話相談も実施 予約・電話相談・問合
先 消費者相談センター ０７２（８０３）３５６６
（平日の午前９時～午後１時）

子育て支援サポート倶楽部

とき ６月２７日�、７月２５日�午前１０
時１５分～１１時４０分 ところ 小阪公民分
館 対象・定員 子育て中の母親・２０人
申込・問合先 パステル小阪「岩田」
０９０（６８２７）７２２６

一級建築士による建築無料相談

とき ６月２１日�、７月１９日�午後１
時～４時 ところ 市役所１階相談室
内容 建替え、耐震、リフォーム、シッ
クハウス、バリアフリーなど 問合先
�大阪建築士事務所協会第２支部 ０６
（６７２１）９１４４

シルバー財産・法律無料相談

法学者、司法書士、税理士などが相談
に応じます。 とき ７月１０日�、３１日
�午後１時～６時 ところ 夢広場（布
施駅前） 内容 相続、遺言、不動産、
老後施設、成年後見など ※予約不要
問合先 地域GS協議会 ０６（６７３０）１２３３

文化交流しませんか

【かんたんコーラス】
とき ６月２１日�、２８日�、７月５日
�、１２日�午後７時３０分～９時 内容
世界の名歌などの２部合唱 定員 １５人
費用 ２，０００円
【文楽勉強会】
とき ７月２日�午後３時～５時 内
容 文楽公演内容紹介など 費用 ５００円
【子ども囲碁教室】
とき ７月２１日�、２２日
、２６日�～２９

日
午後３時～５時 内容 入門から対
局まで 対象 小・中学生 費用１，０００円

◇ ◇
ところ・申込・問合先 あいも文化交
流会館 ０６（６７８２）３５６６

市民軟式野球大会の審判員

対象・定員 ６０歳くらいまでの方（経
験不問）・若干名 ※全日本軟式野球連
盟の公認審判資格取得制度あり 問合先
市軟式野球連盟西支部「菊谷」０６（４３０７）
７４７７、�０６（４３０７）７４７９

近大大学院文芸学研究科
活動を紹会する集い

とき ８月２日�午後３時３０分～５時
ところ イコーラム（男女共同参画セン
ター） 対象 市内在住、在勤、在学の
方 問合先 近畿大学文芸学部教務課
０６（６７２１）２３３２

精神障害者家族会

とき ６月２７日�午後１時～４時 対
象 統合失調症などの心の病がある方の
家族 ところ・問合先 東大阪さつき会
事務局「井上」 ０６（６７３０）２９１０

なぎなた教室

とき ６月１８日�、７月９日�、２３日
�、３０日�午後６時３０分～８時３０分 と
ころ ふれあいホール 対象 小学生以
上の方 申込・問合先 東大阪市なぎな
た協会 ０７２９（８５）８１３３

日本民謡「まつば会」発表会

とき ６月２６日�午前９時３０分～ と
ころ 市民ふれあいホール ※お楽しみ
抽選会などもあります。 問合先 松葉
０７２９（８１）３６９７

東大阪のわらべ歌で遊ぼう

とき ７月３０日�午後１時３０分～３時
３０分 ところ くすのきプラザ（若江岩田
駅前） 対象・定員 ５歳以上の幼児、
小学生・１０人（申込先着順） 申込・問
合先 西川 ０７２９（６３）５３３２

ヨガ気功

とき ６月２４日
午後７時３０分～９時
ところ 熊谷教室（喜里川町１１―３） 定
員 ２０人 費用 １，５００円 申込・問合先
�木 ０７２９（８２）７０９０

トラブル多発�
賃貸マンションの契約

くらしの
緊急情報

平成１７年６月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８３８号（７）
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番
号
は
よ
く
確
か
め
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ
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市役所 06（4309）3000 
東福祉 
（子育て支援係） 0729（88）6619 
（福祉係） 0729（88）6617 
（保護係） 0729（88）6616 
中福祉 
（子育て支援係） 0729（60）9274 
（福祉係） 0729（60）9275 
（保護係） 0729（60）9271 
西福祉 
（子育て支援係） 06（6784）7982 
（福祉課） 06（6784）7980 
（保護課） 06（6784）7931 
行政サービスセンター 
 日下 0729（86）9282 
 四条 0729（88）3111 
 中鴻池 06（6747）1590 
 若江岩田駅前 0729（67）6530 
 楠根 06（6745）9144 
 布施駅前 06（6784）2000 
 近江堂 06（6730）5718 

行政サービスコーナー 
 旭町 0729（88）6624 
 瓢　山駅 0729（81）7175 
 豊浦 0729（88）0164 
 石切駅 0729（88）0683 
 花園 0729（67）0955 
 北宮 0729（67）0961 
 英田 0729（62）0455 
 八戸の里駅 06（6781）2457 
 高井田 06（6781）1691 
 永和 06（6784）0250 
 弥刀駅 06（6726）1228 
 大 06（6730）3260 
市民プラザ 
 日下・ゆうゆうプラザ 0729（86）9284 
 四条・やまなみプラザ 0729（88）3113 
 中鴻池・グリーンパル 06（6747）1592 
 若江岩田駅前・くすのきプラザ 0729（67）6575 
 楠根・ももの広場 06（6745）9147 
 布施駅前・夢広場 06（6784）2018 
 近江堂・はすの広場 06（6730）0840 

鴻池子育て支援センター 06（6748）8252 
長瀬子育て支援センター 06（6728）1800 
荒本子育て支援センター 06（6788）1055 
東部環境事業所 0729（84）8005 
中部環境事業所 0729（63）3210 
西部環境事業所 06（6722）2994 
北部環境事業所 06（6789）1851 
消防局 06（6788）0119 
東消防署 0729（81）5501 
中消防署 0729（61）6181 
西消防署 06（6788）7671 
上下水道局水道庁舎 06（6724）1221 
東大阪市保健所 0729（60）3800 
東保健センター 0729（82）2603 
中保健センター 0729（65）6411 
西保健センター 06（6788）0085 
総合病院 06（6781）5101 
東診療所 0729（82）3821 
休日急病診療所 06（6787）0123 
社会教育センター 06（6789）4100 
男女共同参画センター 0729（60）9201 

青少年女性センター 06（6789）5746 
ドリーム21 0729（62）0211 
東大阪アリーナ 06（6726）1995 
東体育館 0729（82）1381 
市民ふれあいホール 0729（82）6563 
スポーツホールかがやき 0729（62）8811 
自由の森なるかわ 0729（86）1551 
旭町図書館 0729（82）1235 
花園図書館 0729（65）7700 
永和図書館 06（6781）5500 
市民美術センター 0729（64）1313 
郷土博物館 0729（84）6341 
鴻池新田会所 06（6745）6409 
市民会館 06（6722）9001 
文化会館 0729（65）1501 
ユトリート東大阪 06（6721）6000 
グリーンガーデンひらおか 0729（82）9920 
消費生活センター 0729（65）0102 
産業技術支援センター 06（6785）3325 
四条の家 0729（87）7861 
高齢者サービスセンター 0729（62）8011

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

夏
休
み
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

み
ん
な
で
、
お
も
い
っ
き
り

遊
ぼ
う
。

【
科
学
実
験
・
体
験
・
工
作

教
室
〜
気
体
と
遊
ぼ
う
】

�
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

「
科
学
体
験
館
サ
イ
エ
ン
ス
・

サ
テ
ラ
イ
ト
」
の
協
力
で
、
ゴ

ミ
袋
で
で
き
る
熱
気
球
、
気
圧

に
よ
る
空
き
缶
つ
ぶ
し
な
ど
の

実
験
や
、
簡
単
な
工
作
を
し
て

楽
し
み
ま
す
。

◇
と
き

７
月
２７
日
�

午

後
１
時
〜
３
時

◇
と
こ
ろ

社
会
教
育
セ
ン

タ
ー◇

講
師

樟
蔭
高
等
学
校
教

諭

船
田
智
史
さ
ん

◇
対
象
・
定
員

小
学
校
三

年
生
〜
六
年
生
・
三
十
人

◇
費
用

無
料

【
親
子
で
作
ろ
う
冷
た
い
お

や
つ
】

親
子
で
お
菓
子
づ
く
り
に
挑

戦
し
ま
せ
ん
か
。

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
皮
を

容
器
に
し
て
、
冷
た
い
ゼ
リ
ー

な
ど
を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

７
月
３０
日
�

午

後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

中
公
民
館

◇
講
師

製
菓
衛
生
師

山

口
恵
子
さ
ん

◇
対
象
・
定
員

小
学
生
以

上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
・

八
組◇

費
用

八
百
円

【
親
子
マ
ジ
ッ
ク
教
室
】

あ
っ
と
驚
く
マ
ジ
ッ
ク
を
教

え
ま
す
。

◇
と
き

▽
A
コ
ー
ス
�
８

月
２７
日
�

▽
B
コ
ー
ス
�
８

月
２８
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後

３
時◇

と
こ
ろ

社
会
教
育
セ
ン

タ
ー◇

対
象
・
定
員

小
学
校
一

年
生
〜
六
年
生
・
十
五
組

◇
費
用

五
百
円

◇
講
師

ア
マ
チ
ュ
ア
マ
ジ

シ
ャ
ン

沢
地
守
さ
ん

自
然
体
験
教
室

下
北
山
自
然
ふ
る
さ
と
村

市
の
ふ
る
さ
と
村
「
奈
良
県

下
北
山
村
」
で
、
釣
り
や
星
の

観
察
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
を
し
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

８
月
４
日
�
〜
７

日
�
（
三
泊
四
日
）

※
往
復
は
バ
ス
を
利
用
し
、

ロ
ッ
ジ
く
す
の
き
に
宿
泊
し
ま

す
。◇

対
象
・
定
員

小
学
校
四

年
生
〜
中
学
生
・
四
十
人

※
申
込
み
が
二
十
人
以
下
の

場
合
は
中
止
し
ま
す
。

◇
費
用

一
万
五
千
円

◇

◇

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

（
一
教
室
に
一
枚
）に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
学

校
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

７
月
４
日
�
（
必
着
）
ま
で
に

※
親
子
で
参
加
す
る
と
き
は
、

親
と
子
ど
も
の
氏
名
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選

し
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
先

〒
５７７
・

０
０
５
６
長
堂
一
―
一
七
―
二

九

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
８
９
）４
１
０
０
、

�
０
６（
６
７
８
９
）５
２
１
２

車
い
す
の
取
り
扱
い
や
介
助

の
仕
方
を
学
ん
だ
り
、
障
害
者

と
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て
楽

し
く
交
流
し
た
り
し
ま
す
。

こ
の
夏
は
、
き
み
も
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

【
車
い
す
体
験
教
室
】

◇
と
き

７
月
２３
日
�

午

後
２
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー◇

費
用

無
料

【
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
】

カ
レ
ー
作
り
や
ゲ
ー
ム
な
ど

を
一
緒
に
し
ま
す
。

◇
と
き

７
月
３０
日
�
〜
３１

日
�
（
一
泊
二
日
）

◇
と
こ
ろ

信
太
山
青
少
年

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

◇
費
用

三
千
円

◇

◇

◇
対
象
・
定
員

中
学
生
以

上
の
方
・
各
二
十
人
（
申
込
先

着
順
）

◇
申
込
期
限

７
月
１５
日
�

※
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
参
加

者
は
、
車
い
す
体
験
教
室
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
市
内
の
福
祉
施
設
な
ど
で

の
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
も
実
施

◇
申
込
・
問
合
先

市
民
福

祉
活
動
セ
ン
タ
ー

０
６

（
６
７
８
９
）
５
５
５
０
、
�

０
６
（
６
７
８
９
）
５
６
１
１

各
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
や
健
康
、
発
達
な
ど

の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

鴻
池
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
し
つ
け
の
は
な
し
】

◇
と
き

６
月
２４
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
講
師

虐
待
防
止
協
会

川
本
典
子
さ
ん

◇
対
象
・
定
員

乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
・
二
十
五
組

◇
申
込
方
法

６
月
２０
日

�
の
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
電

話
で

【
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
お
も
ち

ゃ
づ
く
り
】

◇
と
き

７
月
１５
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
対
象
・
定
員

乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
・
二
十
組

◇
申
込
方
法

７
月
１
日

�
の
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
電

話
で

☆
一
・
五
	
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
持
参

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

鴻
池
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

０
６
（
６
７
４
８
）

８
２
５
１
、
�
０
６
（
６
７

４
３
）
０
５
７
７

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
あ
い
あ
い
広
場
】

お
も
ち
ゃ
や
絵
本
の
ほ
か
、

園
庭
で
は
砂
場
や
三
輪
車
で

遊
べ
ま
す
。

◇
と
き

毎
週
火
・
木
曜

日
�
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

４
時
、
毎
週
土
曜
日
�
午
前

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

◇
対
象

就
学
前
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

【
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
】

「
子
育
て
の
こ
と
を
話
し

た
い
」「
友
達
が
ほ
し
い
」
と

思
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

◇
対
象

未
歩
行
児
と
そ

の
保
護
者

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

荒

本
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
７
８
８
）
１
０

５
５
、
�
０
６（
６
７
８
８
）

２
５
９
７

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
世
界
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ

う
】◇

と
き

７
月
５
日



午
前
１０
時
〜
１１
時

◇
と
こ
ろ

夢
広
場
（
布

施
駅
前
）

◇
対
象
・
定
員

乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
・
六
十
組

◇
申
込
方
法

６
月
１７
日

�
の
午
後
１
時
か
ら
電
話
で

◇
申
込
・
問
合
先

長
瀬

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
２
８
）１
８
０
０
、

�
０
６
（
６
７
２
８
）
２
４

１
３

国
勢
調
査
が
、
１０
月
１
日
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
の
施
策

は
、
現
状
を
正
確
に
把
握
し
、

将
来
の
展
望
を
立
て
て
行
う
た

め
、
実
態
を
表
す
客
観
的
な
デ

ー
タ
で
あ
る
統
計
結
果
は
不
可

欠
で
す
。

国
勢
調
査
は
、
五
年
ご
と
に

国
内
に
居
住
す
る
す
べ
て
の

人
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
重

要
な
調
査
で
す
。
調
査
結
果

を
漏
ら
し
た
り
、
統
計
を
作

る
目
的
以
外
に
使
用
し
た
り

す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
し
っ

か
り
と
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
合
先

国
勢
調
査
実

施
本
部

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
１
３
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
２
５

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

車
い
す
体
験
教
室
・

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

９月下旬から調査員がうかがいます

ここのの夏夏はは、、ききみみもも

ボボラランンテティィアア��

（８）第８３８号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１７年６月１５日


